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全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス 

産
業
医
科
大
学
医
学
部
第
１
内
科 

教
授 

田
中 

良
哉 

た

な
か 

よ
し

や 

自
分
を
攻
撃
す
る
リ
ン
パ
球
は
、

皮
膚
、
関
節
、
腎
臓
な
ど
の
全
身
の

組
織
に
流
れ
て
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら

の
組
織
に
対
し
て
自
己
抗
体
を
産
生

し
て
、
臓
器
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｅ
は
、
厚
生
労
働
省
特
定
疾

患
（
難
病
）
に
指
定
さ
れ
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
医
療
費
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
15
年

で
は
約
５
万
人
が
受
給
し
、
実
際
の

患
者
数
は
そ
の
約
２
倍
と
さ
れ
ま
す
。

男
女
比
は
約
１
対
10
で
、
20
〜
30
歳

代
の
妊
娠
可
能
年
齢
の
女
性
に
好
発

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
と
は

自
己
免
疫
疾
患
に
よ
り
臓
器
障

害
を
起
こ
す
病
気

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
は
、

system
ic
lupus

erythem
atosus

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｓ
Ｌ
Ｅ
と
呼
ば

れ
ま
す
。
原
因
は
不
明
で
す
が
、
体

に
侵
入
し
た
異
物
を
や
っ
つ
け
る
は

ず
の
リ
ン
パ
球
が
、
自
分
の
体
を
攻

撃
し
て
し
ま
う
自
己
免
疫
疾
患
、
す

な
わ
ち
、
膠
原
病
の
一
つ
で
す
。

し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
症
状
か

顔
面
の
紅
斑
や
レ
イ
ノ
ー
症
状

が
特
徴
的
で
腎
障
害
も
多
い

発
熱
、
疲
れ
や
す
い
、
体
重
減
少

な
ど
の
全
身
症
状
が
１
週
間
以
上
持

続
し
ま
す
。
ま
た
大
部
分
の
方
で
、

多
発
す
る
関
節
炎
を
伴
い
ま
す
。
Ｓ

Ｌ
Ｅ
に
特
徴
的
な
所
見
は
、
鼻
か
ら

両
頬
に
か
け
て
蝶
の
羽
を
広
げ
た
よ

う
な
赤
い
発
疹
（
蝶
型
紅
斑
）
で
す

（
写
真
１
）。
爪
周
囲
の
紅
斑
、
顔
や

首
か
ら
体
に
広
が
る
ド
ー
ナ
ツ
型
の

円
盤
状
紅
斑
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
名
前
の
由
来
で
す
。
痛
く

な
い
口
内
炎
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冷
水
に
指
を
つ
け
る
と

白
紫
赤
に
変
化
す
る
「
レ
イ
ノ
ー
症

状
」
を
半
数
の
方
が
訴
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
海
水
浴
や
運

動
会
な
ど
で
の
紫
外
線
曝
露
や
分
娩

を
契
機
に
現
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
出
て
く
る
症
状
、

病
気
の
進
行
の
早
さ
、
病
気
の
重
さ
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症
な
ど
を
「
重
症
な
臓
器
障
害
」
と

判
定
し
ま
す
（
表
３
）。

治
療
の
実
際

重
症
度
に
よ
っ
て
は
ス
テ
ロ
イ

ド
剤
な
ど
を
使
う

初
期
治
療
を
的
確
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
健
康
な
方
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
状
態
（
寛
解
）
に
な
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
を

す
る
か
否
か
、
ど
の
治
療
を
選
択
す

る
か
は
、
病
気
の
重
さ
、
重
症
な
臓

器
障
害
の
有
無
、
合
併
症
な
ど
の
評

価
を
行
い
、
総
合
的
に
判
断
し
て
決

定
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
治
療
は
３
つ
に
分
か
れ

ま
す
。

ま
ず
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
と
し
て
診
断
さ
れ

て
も
、
病
気
の
重
さ
を
示
す
症
状
や

所
見
が
な
く
、
重
症
な
臓
器
病
変
や

生
命
的
な
危
険
性
が
な
い
場
合
、
無

治
療
で
経
過
観
察
し
ま
す
。
25
％
は

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
が
、
専
門
医
に

よ
る
慎
重
な
判
断
を
要
し
ま
す
。

次
に
、
臓
器
病
変
や
生
命
的
危
険

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
診
断
に
は
、
米
国
リ
ウ

マ
チ
学
会
の
「
１
９
９
７
年
Ｓ
Ｌ
Ｅ

改
訂
分
類
基
準
」
を
使
用
し
ま
す

（
表
１
）。

こ
の
基
準
で
は
、

①
患
者
さ
ん
の
訴
え
る
症
状

②
顔
面
紅
斑
や
皮
疹
、
神
経
学
的
病

変
な
ど
の
医
師
が
診
察
し
た
臨
床

所
見

③
抗
核
抗
体
や
免
疫
学
的
異
常
な
ど

の
検
査
成
績

④
漿
膜
炎
な
ど
の
診
断
で
必
要
な
画

像
所
見

以
上
の
４
つ
を
併
せ
て
評
価
し
、

総
合
的
に
診
断
し
ま
す
。

次
に
、
病
気
の
重
さ
（
表
２
）
、

臓
器
障
害
の
広
が
り
や
そ
の
程
度
、

感
染
症
や
心
疾
患
な
ど
の
合
併
症
な

ど
の
総
合
的
な
評
価
を
行
い
ま
す
。

厳
密
な
判
定
の
た
め
に
、
腎
生
検
に

よ
る
組
織
診
断
を
し
ば
し
ば
行
い
ま

す
。な

お
、
進
行
性
腎
障
害
、
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
症
候
群
、
腎
不
全
、
中
枢
神
経

障
害
、
間
質
性
肺
炎
、
肺
出
血
、
肺

高
血
圧
症
、
全
身
性
血
管
炎
、
血
栓

が
出
な
い
「
腎
不
全
」
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
枢
神
経
病
変
を
25
〜

75
％
に
伴
い
ま
す
。
原
因
不
明
の
け

い
れ
ん
、
誘
因
が
な
い
う
つ
状
態
や

妄
想
な
ど
の
精
神
障
害
、
さ
ら
に
若

い
方
に
生
じ
る
脳
血
管
障
害
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

診
断
の
進
め
方

専
門
医
が
診
断
基
準
を
使
用
し

て
診
断
す
る

前
述
の
全
身
症
状
や
皮
膚
症
状
な

ど
が
１
週
間
以
上
持
続
、
あ
る
い
は

徐
々
に
増
悪
す
る
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｌ

Ｅ
を
疑
い
ま
す
が
、
専
門
医
で
な
い

と
診
断
に
結
び
つ
け
る
の
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
急
速

に
進
行
し
て
、
生
命
に
か
か
わ
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
診
断
が
つ

か
ず
に
病
院
を
転
々
と
す
る
間
に
、

肺
や
腎
な
ど
の
障
害
が
進
行
し
た
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
な
る
べ
く
早
く
専
門
施
設
で
診

断
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

は
、
一
人
一
人
違
い
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｅ
は
、
皮
膚
、
全
身
の
関
節
、

肺
、
腎
臓
、
脳
・
神
経
、
血
管
な
ど

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
臓
器
が
同
時
に
、

ま
た
次
々
と
侵
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
障
害
さ
れ
る
臓
器
の

数
も
一
人
一
人
異
な
り
、
ま
た
、
臓

器
障
害
の
な
い
軽
症
の
方
も
い
ま
す
。

腎
障
害
は
約
80
％
に
伴
う
代
表
的

な
臓
器
障
害
で
、「
ル
ー
プ
ス
腎
炎
」

と
呼
び
ま
す
。
持
続
性
蛋
白
尿
、
あ

る
い
は
顕
微
鏡
下
で
の
尿
の
「
細
胞

性
円
柱
」
を
認
め
、
ひ
ど
い
場
合
に

は
、
大
量
の
蛋
白
質
が
尿
中
に
漏
出

す
る
「
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
」
や
尿

写真1 SLEの蝶型紅斑

（口絵〓頁参照）
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少
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
（
プ
レ
ド

ニ
ン

®
５
〜
７
・
５
㎎
／
日
に
相
当
）

は
、
強
力
な
抗
炎
症
作
用
を
有
し
、

関
節
炎
、
筋
痛
、
発
熱
な
ど
に
よ
り

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
際
に
、

使
用
し
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
大
量
療

法
で
は
、
リ
ン
パ
球
な
ど
を
制
御
し
、

自
己
免
疫
を
抑
え
る
に
十
分
量
の
プ

レ
ド
ニ
ン
１
㎎
／
㎏
（
体
重
50
㎏
の

人
だ
と
50
㎎
）
を
用
い
、
重
症
な
臓

器
病
変
、
生
命
的
危
険
性
が
あ
る
際
、

早
急
に
開
始
し
ま
す
。
こ
の
量
を
約

４
週
間
継
続
し
た
後
に
、
治
療
の
効

果
を
判
定
し
な
が
ら
、
２
〜
４
週
ご

と
に
約
10
％
ず
つ
減
量
し
ま
す
。

そ
の
後
、
０
・
１
〜
０
・
２
㎎
／

㎏
（
体
重
50
㎏
の
人
で
は
５
〜
10
㎎
）

を
１
〜
２
年
間
継
続
使
用
し
た
後
に
、

プ
レ
ド
ニ
ン
１
㎎
錠
を
用
い
て
約

10
％
ず
つ
減
量
し
、
中
止
の
可
能
性

を
探
り
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
減
量
は
、
初
発

時
に
問
題
で
あ
っ
た
臨
床
症
候
や
検

査
成
績
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て

慎
重
に
し
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
パ
ル
ス
療
法
は
、
超

01．頬部紅斑 

02．円盤状紅斑 

03．光線過敏症 

04．口腔内潰瘍 

05．関節炎 

06．漿膜炎（ａかｂ） 

　　（a）胸膜炎 
　　（b）心膜炎 

07．腎障害（ａかｂ） 

　　（a）持続性蛋白尿 
　　（b）細胞性円柱 

08．神経障害（ａかｂ） 

　　（a）けいれん 
　　（b）精神障害 

09．血液学的異常（a～ｄのいずれか） 

　　（a）溶血性貧血 
　　（b）白血球減少症 
　　（c）リンパ球減少症 
　　（d）血小板減少症 

10．免疫学的異常（a～cのいずれか） 

　　（a）抗ＤＮＡ抗体高値 
　　（b）抗Sm抗体陽性 
　　（c）抗リン脂質抗体陽性 

11．抗核抗体 

表1　SLEの分類基準 

（米国リウマチ学会1997年改定基準より） 

観察期間中、経時的あるいは同時に11項目中4項目
以上存在すればSLEと分類されます。 

性
が
な
い
が
、
発
熱
や
関
節
痛
な
ど

に
よ
り
日
常
生
活
が
障
害
さ
れ
る
際

に
は
、
一
時
的
に
少
量
の
ス
テ
ロ
イ

ド
薬
を
用
い
ま
す
。

第
３
に
、
重
症
な
臓
器
病
変
、
あ

る
い
は
生
命
的
危
険
性
が
あ
る
場
合

に
は
、
大
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
十

は
、
副
腎
皮
質
か
ら
出
る
ホ
ル
モ
ン

を
合
成
し
た
も
の
で
、
正
確
に
は
合

成
糖
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
と
い
い
ま
す
。

プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
（
商
品
名
、
プ
レ

ド
ニ
ン

®

）、
メ
ド
ロ
ー
ル

®

、
リ
ン

デ
ロ
ン

®

な
ど
が
あ
り
、
使
い
分
け

を
し
ま
す
。

分
な
期
間
、
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、

免
疫
抑
制
薬
を
同
時
に
使
用
し
た
ほ

う
が
、
予
後
が
良
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

▽
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

一
般
的
に
い
う
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
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表2　ＳＬＥの病気の重さ（疾患活動性）の判定基準 

（厚生省特定疾患自己免疫疾患調査研究班、昭和60年報告より） 
9項目中3項目以上陽性ならば、活動性ありと判断します。 

・発熱 

・関節痛 

・紅斑（顔面以外も含む） 

・口腔潰瘍、または大量脱毛 

・赤沈亢進（30mm/h 以上） 

・低補体血症（C3＜60mg/�、CH50＜20単位） 

・白血球減少症（4000/μ�以下） 

・低アルブミン血症（3.5ｇ/�以下） 

・LE細胞、またはLEテスト陽性 

表3　SLEの重症の臓器障害（重症度から見た病型分類） 

（厚生省特定疾患自己免疫疾患調査研究班、平成3年度報告より） 

1．軽症 ディスコイド疹 
 皮疹、粘膜症状 
関節炎、筋肉痛 
レイノー現象 
漿膜炎（少量の貯留液） 
尿沈渣異常／間欠的蛋白尿 

2．中等度 持続性蛋白尿 
溶血性貧血 
血小板減少性紫斑病 
中枢神経症状（脳神経症状、髄膜炎、機能性精神
症状など） 
漿膜炎（多量の貯留水） 

3．重症 ネフローゼ症候群 
腎不全（急速進行性、慢性） 
中枢神経症状（けいれん重積、意識障害、器質性
精神病） 
間質性肺炎、肺出血 
肺高血圧 
全身性血管炎、血栓症 
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大
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
（
プ
レ
ド
ニ
ン

の
２
５
０
錠
分
に
相
当
）
を
３
日
間

連
続
し
て
点
滴
で
使
用
す
る
方
法
で
、

効
果
が
早
い
の
で
、
病
気
が
か
な
り

重
い
方
に
使
い
ま
す
。
し
か
し
、
通

常
は
か
か
ら
な
い
日
和
見
感
染
症
や

大
腿
骨
頭
壊
死
症
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
も
あ
り
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は

最
大
限
の
慎
重
さ
を
要
し
、
最
小
限

に
留
め
る
べ
き
で
す
。
な
お
、
保
険

で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
副
作
用

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
は
生
体
内

で
産
生
さ
れ
、
基
本
的
な
代
謝
や
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
重
要
な
ホ
ル
モ
ン
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

と
し
て
内
服
や
点
滴
に
よ
っ
て
生
体

外
か
ら
補
給
す
る
と
、
必
然
的
に
バ

ラ
ン
ス
が
壊
れ
て
副
作
用
が
現
れ
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
骨
粗
鬆
症
、

消
化
性
潰
瘍
、
精
神
症
状
、
白
内
障
、

造
血
系
障
害
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

と
く
に
、
ス
テ
ロ
イ
ド
骨
粗
鬆
症

は
、
脊
椎
や
大
腿
骨
の
骨
折
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
、
ビ
ス
ホ
ス
フ
ォ
ネ

で
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
や
免
疫
抑
制

薬
で
治
療
し
て
も
、
腎
障
害
や
中
枢

神
経
障
害
が
進
行
す
る
際
に
選
択
し

ま
す
。

反
復
す
る
妊
娠
合
併
症
、
動
脈
と

静
脈
に
血
栓
を
作
り
や
す
い
方
で
は
、

Ｓ
Ｌ
Ｅ
に
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群

が
合
併
し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
ま

す
。
ア
ス
ピ
リ
ン
（
バ
フ
ァ
リ
ン
®
）、

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
（
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
®)

の
内
服
で
、
各
々
動
脈
、
静
脈
の
血

栓
の
予
防
を
し
ま
す
。

開
発
段
階
の
治
療

リ
ウ
マ
チ
と
同
じ
く
生
物
学
的

製
剤
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

同
じ
く
膠
原
病
の
一
つ
で
あ
る
関

節
リ
ウ
マ
チ
で
は
、
治
療
が
急
速
に

進
歩
し
て
い
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
で
は
、

発
症
早
期
か
ら
免
疫
異
常
を
正
し
、

関
節
破
壊
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
に
、

抗
リ
ウ
マ
チ
薬
を
使
用
し
ま
す
。
Ｓ

Ｌ
Ｅ
で
も
、
免
疫
抑
制
薬
を
早
期
か

ら
使
用
し
て
、
治
療
効
果
を
上
げ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ミ
コ
フ
ェ
ノ
ー

ゾ
リ
ビ
ン
（
ブ
レ
デ
ィ
ニ
ン

®

）
が

有
効
と
さ
れ
ま
す
。

腎
臓
、
肺
、
中
枢
神
経
系
の
臓
器

障
害
が
進
行
す
る
際
に
は
、
シ
ク
ロ

ホ
ス
フ
ァ
ミ
ド
（
エ
ン
ド
キ
サ
ン

®
）

パ
ル
ス
療
法
を
選
択
し
ま
す
。
２
〜

４
週
間
に
１
度
の
点
滴
で
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ル
ー
プ
ス
腎
炎
や
血
管
の
炎
症
が

強
い
際
、
エ
ン
ド
キ
サ
ン

®

や
ア
ザ

チ
オ
プ
リ
ン
（
イ
ム
ラ
ン

®

）
の
内

服
療
法
を
併
用
し
ま
す
。
な
お
、
エ

ン
ド
キ
サ
ン
と
イ
ム
ラ
ン
は
日
本
で

は
保
険
適
応
外
で
す
。

免
疫
抑
制
薬
は
、
１
〜
２
年
間
継

続
し
、
臨
床
症
候
や
検
査
成
績
を
判

断
し
て
減
量
、
中
止
を
考
慮
し
ま
す
。

ま
た
、
日
和
見
感
染
症
に
は
注
意
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
予
防
治
療
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他
の
治
療

血
漿
交
換
療
法
や
免
疫
吸
着
療
法

は
、
血
液
中
の
病
気
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
免
疫
複
合
体
や
自
己
抗
体
を

体
の
外
に
取
り
出
し
て
除
く
治
療
法

ー
ト
製
剤
（
ダ
イ
ド
ロ
ネ
ル

®

、
ボ

ナ
ロ
ン

®
、
フ
ォ
サ
マ
ッ
ク

®
、
ベ
ネ

ッ
ト

®
、
ア
ク
ト
ネ
ル

®
）
で
防
止
し

ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
消
化
性
潰
瘍
に

は
、
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
（
パ

リ
エ
ッ
ト

®

、
タ
ケ
プ
ロ
ン

®

な
ど
）

が
有
効
で
す
。

ま
た
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は
、
免
疫

を
抑
制
す
る
作
用
の
た
め
感
染
に
弱

く
な
り
、
日
和
見
感
染
症
に
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
結
核
、
カ
リ
ニ

肺
炎
を
含
む
真
菌
感
染
症
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
が
含
ま
れ
、
速
や
か

な
対
処
を
要
し
ま
す
。

▽
免
疫
抑
制
薬

重
症
な
臓
器
病
変
や
生
命
的
危
険

性
が
あ
る
場
合
に
は
、
免
疫
抑
制
薬

を
併
用
し
ま
す
。
免
疫
抑
制
薬
は
、

自
己
反
応
性
リ
ン
パ
球
を
抑
え
込
み

病
期
の
進
行
を
止
め
る
根
本
療
法
で
、

予
後
を
決
定
付
け
ま
す
。
欧
米
で
は
、

初
期
か
ら
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
と
積
極
的

に
併
用
し
ま
す
。
ル
ー
プ
ス
腎
炎
、

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
は
、
シ
ク
ロ

ス
ポ
リ
ン
（
ネ
オ
ー
ラ
ル

®

）
や
ミ
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ル
酸
モ
フ
ェ
チ
ル
な
ど
の
免
疫
抑
制

薬
の
臨
床
試
験
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。リ

ウ
マ
チ
の
治
療
で
は
、
遺
伝
子

組
み
換
え
技
術
を
駆
使
し
た
生
物
学

的
製
剤
に
よ
る
Ｔ
Ｎ
Ｆ
阻
害
療
法
、

イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
（
レ
ミ
ケ
ー
ド

®
）
や
エ
タ
ネ
ル
セ
プ
ト
（
エ
ン
ブ

レ
ル
®
）
が
、
画
期
的
な
効
果
を
示

し
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
Ｅ
で
も
、
自
己
抗
体

を
産
生
す
る
Ｂ
リ
ン
パ
球
表
面
に
現

れ
る
「
目
印
」
を
狙
っ
て
Ｂ
リ
ン
パ

球
を
殺
す
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
、

リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

こ
の
抗
体
は
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
治
療
の
突
破

口
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
数
年
後

の
使
用
を
目
指
し
て
、
臨
床
試
験
段

階
に
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
経
過

５
年
生
存
率
は
９
割
以
上
だ
が
、

薬
の
副
作
用
に
は
要
注
意

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
経
過
は
、
病
気
の
重
さ

や
臓
器
障
害
の
広
が
り
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
25
％

日
常
生
活
で
注
意
す
る
こ
と

体
と
心
の
安
静
を
保
ち
、
治
療

し
だ
い
で
生
活
は
安
定
す
る

日
常
生
活
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
を
補
給
し
、
体
と
心
の
安

静
を
保
つ
こ
と
が
普
通
の
人
以
上
に

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
、

紫
外
線
、
感
染
症
な
ど
の
悪
化
の
要

因
を
避
け
、
自
己
管
理
を
十
分
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
専
門
医
で
適
切
な
治
療

を
受
け
、
あ
る
程
度
病
気
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
る
方
は
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
治
療
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る

間
は
、
結
婚
や
妊
娠
を
含
め
、
Ｓ
Ｌ

Ｅ
だ
か
ら
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
は
ほ

ど
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
分
娩

後
に
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
主
治
医
と
相
談
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
治
療
は
急
速
に
進

歩
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
決
し
て
諦
め

な
い
こ
と
で
す
。

さ
い
。

長
い
間
付
き
合
う
自
分
の
病
気
の

こ
と
な
の
で
、
診
断
、
病
気
の
状
態
、

検
査
成
績
、
治
療
の
必
要
性
、
使
用

し
て
い
る
薬
物
な
ど
を
正
確
に
知
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
担
当
医
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
、
納

得
が
い
く
ま
で
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

講
演
会
、
膠
原
病
友
の
会
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
正
し
い
知
識
を

得
て
、
適
切
な
情
報
交
換
を
す
る
こ

と
も
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
で
は
、
顔
が
丸
く

な
っ
た
り
、
食
欲
が
出
て
太
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
勝
手
に

服
用
を
中
止
と
す
る
と
、
時
に
危
険

な
状
況
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
病
気

や
薬
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
治
療

を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
や
免
疫
抑

制
薬
は
、
通
常
は
か
か
ら
な
い
感
染

症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体

の
変
調
に
注
意
し
、
気
付
い
た
こ
と

は
主
治
医
と
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

は
治
療
を
し
な
く
て
も
よ
い
一
方
、

重
症
な
臓
器
障
害
が
あ
る
と
、
十
分

な
量
と
期
間
の
治
療
を
要
し
ま
す
。

ま
た
、
治
療
に
反
応
せ
ず
に
最
悪
の

経
過
を
辿
る
こ
と
、
い
っ
た
ん
治
療

に
反
応
し
て
も
再
燃
と
寛
解
を
繰
り

返
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
初
期
治
療
を
的
確
に
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
寛
解
に
な
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

90
％
以
上
の
方
が
５
年
以
上
生
き
延

び
ま
す
。
一
方
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の

長
期
間
の
使
用
な
ど
に
よ
る
生
活
習

慣
病
（
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
な
ど
）
の
発
症
や
増
悪
に
留
意
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

病
気
と
向
き
合
う

専
門
医
の
も
と
で
病
気
と
治
療

に
正
し
い
知
識
で
対
処
す
る

初
期
治
療
が
鍵
を
握
り
ま
す
。
正

確
な
診
断
や
評
価
、
病
気
の
重
さ
や

障
害
臓
器
に
合
わ
せ
た
的
確
な
治
療

が
必
要
で
す
。
専
門
医
が
い
る
専
門

施
設
で
の
専
門
医
療
を
受
け
て
く
だ
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